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1. 特にま意しでいたださたいこと、 
安をのために必すお守りください 

2. 効果的に使用するために 
3 .各部の名称 

•外観図 ----''--- . 

• 構造图 - -- 

4. 使用前の準備 

•開こんと部品のたット- --. 

•燃料- - ---- - 

•給’巧 . -…… - --- 

•点义前の準備と確認 . 

5. 使用ちを 

• tr^W . . — 

•炎の調節- 

•消义 - 

6. 巧麗目動消义装麗 - 

7 .曰常の点検-ま入れ- 

.Al 7^1 / tH tSR 

9 .巧障-異常の見分けちと®靈廣潔 

10. 部品交換のしかた 

11. 保管(援顯圃傻觸しない場渡）- 

12. 化様- 

13. アフターサービス- - - 
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コロナ自然通気形開放式石油ストーブ 

取扱説明書 


E ； しく‘占..;-.—！--.)-，’ . r か'‘ 



このたびは、コ已ナ5ミをストーブをお 
翼いあげいただき、まことにありびと 
ラごぎいました。 

おしくお使いいただくために、この取 
扱説明畫をよくお読みください。 

なお、お麵みになつた後をお樓いにな 
るちびしのでち晃られる所に,]■保認書 J 
となに大のに保營しでください。 


燃料は必す慶震のな‘油 

使南しでください。 


け! 口油）を 


ZL 載釀 


鹽を JU ホ sw * レ 


KEROSENE ONLY 

續ソリン使 ffl 靈 it 
優 ffl 燃《:な涵 


讓愚と審消义 

給 a »消义 

ミま屬 H 

S 麗しを擁5»し《» 

鑛屬厳禁 


•… ，な： r 紙 : 7 • 茲ん 、. ' 
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ごの表示を無.視しで、誤った取0あいをずると..、.人.が傷塞を貧ラ危険び想定される巧醫 および物の揚 
臺のみのおをが想定される巧容を示レでいまず ■> 


この取极ぶ明裏 および製品への表示では、製品をををに正しくお使いいただき- あなたや他め人々への 
肝裝。助库への 損雲を未然に防让ずるために、いろいろな絵表示をしでいます。 をの表示と憲晰ま;欠の 
よ 引 こな-^ I ：いよゴ r 巧客をよく理辭しでから本でをお読みください。 __ 

A この表示を無視しで、誤った取りあいをすると' 人び巧亡または靈傷を賃う危険び差し猎っでをじる 

!\\ JBPx __ことか想定されるの客を巧しでいまず。._ ___ 

A この表示を無視しで、誤った取りおいをすると、人び巧じまたは臟傷を賃ラ巧能性び燃をされる内密 

Z '\ を示しでいまず。 


Aim 


雜ガ、/リ、/厳禁 

力'ソリンなど揮発性の高い組は、絶巧に使巧しないでください。 
义がの原因！こなります。 




雜スプレー定厳禁 

スプレー击をストーブの上や前に放霞しないでくださし、。 
熱でスブレ…'左の圧力が上がり、爆発し、危険です。 


>力…テン、可燃物近接厳禁 

力—テンや燃えやすいをののそばなどでは使用しないでください。 
义巧の原困になります。 


雜換気必惡 

換気せすに使巧しつブけないでくださし、 

酸素が不足すると、不完を燃焼し、一酸化溃素などが発をしで中囊にな 
るおそれびあります。 J'l 

使巧中は必す1時固に1〜2回け〜をお）換気しで、新鮮な空気を補ピす 
給しでください。 

窓の凍結、地下室など換気が十分に巧えない場所では、 使用し ないでください-. 

雜繁類®乾燥厳禁 

な鑛などの乾燥には使巧しないでください。 

巧類が落—ドしで义びつき、义巧の原因になります。 


雜脅獻 / v ® 齒禁止 

やかんやなべなどをのせないで ください。 

振動や接織によ.：)でやかん やな游などの熱湯びこぼれ、やけどの おそれがあり蒙す。 
また、なべの顯こぼれによって スト…ブ巧部の部品び損傷する おそれびあります’ 


















1.wc 達蠢 bcwtefd 養 fcw こも蹇拿结た簿〇 < mi 




A 警告 




a るとき やが出するとぎは、必す消义してください。 

また、人目の屈かない ところでは、使巧しないでください。 

不完を燃焼や巽常燃焼-义巧のおそれか'あります。 

消义の際(ま、 必すしん調節つまみび消义位置にをどり、义び消えたことを 

確かめで ください。 



雜繪溜 0 i 消欠 

給巧は、必す消义しでから巧ってください。 
义巧の原因になります。 

こぼれたなミ由は、よくふきとつでください。 



•油漏れ危換 

給ミ由□は確実に閉めでくださし、。 

給ミ由□を下にしで、ミを漏れびないことを確かめでください。 

給油□び確実に閉まつでいないと簡単にひらいで、义がの原因じなります。 




雜可燃性ガス使用厳禁 

ストーブを使用しでいる部屋で、巧燃性ガスび発をするちの（ベンジン、シンナ ー 、 
ガソリン）、スプレーを使巧しないでください。 

义巧や故障の原因になります。 



...... も'黎蠻。"八 ^ ん ’ - 

_ ムー^ . . ^ も潘 苗 .. 1。, . ( . '■...f.. _^ 


雜居室内給油禁止 

給ミ由は、必す义の気のないところで巧つでください。乂巧のおそれびありまず。 


雜燃焼中移動禁止 

义のついたまま持ち運ぼないでください。 

やけどのおそれびあります。また、極倒すると义災の原困になります。 


續の 


參異常時が用禁止 

におい、すすの発生、炎の色など異常燃焼を起こしたとぎは使用しないで 
ください。 

緊急の場含でちあねですにしんを下げで消义しでください。 （9 ペ-ジ参照） 

雜 B こ 0® 除去 

ほこりを、とぎどぎ除去しでください。 

ごみ、ほこりなどびつまると、異常燃焼のおそれびあります。 

雜変霞な油禁止 

変國巧';由、ちれたミ由、水の混じつでいる灯ミ曲などを使用しないでください。 
異常燃焼やしんび下がらなくなるおそれびあります。^ _ 

•« 温 SB 撥編禁止 

燃焼中や消义直後は、轟温部(図のア=部分）にまなど/をれないでくだちい。 
やけどのおそれびあります。 

ホさいおぷ様やからだの不自をな方のいるご家庭では、特に'ま意しでください。 






111 接擬時闘緩た 6 ない 

スト■-ブじ直接厦畴閥あたらないでください。ほ溫やけどや脱水症がになるお意れび稼り家す。 
お导様、おな寄り.お気の方、巧ふの弱いちなどびお使いになる場さは、スト""ブの取り扱い、 
部麗の換気、やけど、1 哥溫やけどや脱水症状などにつ W で園囲の人が十分注應しでください。 


0 


2 









|臣®す爸賣 CK 泛畜 W 


雜窩觀注に注藏 

卜音义時(通電時）に、点义プラグからは富電圧が発をしまず。 

点义ブラクに不巧意に融れないでください。感電するおそれがあります。 
特にルさいおさ様にごま意ください。__ _ 

#純正部品の使用 

しんなどの部品は、必ず純正部品（指定された部品）を使用しでくださし、。 
予想しない事故がお生するおそれがあります。… ____ 

變兮解修理*改造の禁止 

故障、破損したら、使用しないでください。不完をな修理や改造は、危検'^ 
お翼いホめの販売店に修理を巧頼しでくださいこ_ __ __ _ — 

雜 保管時にしていただ< こと 

長期間使用しないとき又は保管するときは、必すロミ由を巧いで（乾電她を E 
で）< ださい。 

傾けたり、横倒しのが態では保管しないでください。义巧のおそれびありミ 

•次の場所では使用しない 

义がやず媛しない事故の原因になります。 

* 水平でない爆所、不安定な場所 
* 風のあたる場所、部屬の出入 □ 

•ぼこりや湿気の爹い場所 
* 不安定な物をのせた棚などの下 
«巧燃性ガスの発ちずる場所又はたまる場所 

参掃除機の排気にミ主意 

燃焼中に掃除機の排気などをあでないでください。 

風びあたるとホ义が出たり、異常燃焼の原因になり危険です。 


•温室、飼胃室など人のいない爆巧 ^ 

• a ■美容室、クリーニング店などスプレーや 
化等薬品を使ラ揚巧 

•マントルピースなどス I '■―ブび囲われる場巧 
• 直射日光びあたる場巧 


•可燃物との距離を離す 
燃えやすいをのや障害物とは、 
設薦しでください。 

乂おのおそれがあります。 


•正常 燃焼の確認 

正常に燃焼しでいることを確認しでください。 
しんび上びりすぎたり、燃焼筒びすれでいた •; 


雜 H 常のお 手入れ時のを憲 
曰溝の点検-を入れは蹈す巧つでください。 

点犧 • 寺入れは、スト…ブびちえでから巧つでくださしん （ w ' u ベージ彰照 


雜應麵嘗覆と遂のミを* 

スト""•ブを魔囊 処分するときは、必す給油タンク 

ください。 （11 ぺージ靈照） 
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圓麵懸戀 C 變厕享 Sfcfef 



@外気に接する窓側などに證くと、;香気びストーブで 暖め 6 れ、上劈が流す S ので 
効果のです。 

•力ーテンなどす燃物との距離は十みとつでくたさい. 、. . ：， i . 4,、.、、,,.〜 

雜屬風機やサーキユレーターなどで室巧の空気を巧流させると、 より効 梁 的な 緩麗 
びできます。 

•スド f ブに圈接、風びあたらないよラ 

パ . ■ , 、 が- '.''' 徽巧ががな.微微 





点义ボタン 



肩圧コード 


しん案巧簡 


電極薇 


…給灌サイン愈興 
巧麗窗動消火装靈 
マイク□スイツ子 


X 単二お乾電池(則売)4個を使谓しまず， 


絡ミ慶タンク 



燃焼歸つまみ 


燃焼簡 


























D 儀麵前®擊麵 




次の顚»晋寧！ ib ^ くだ還い。 

f 篡着6^ h - ブ?を！* 



燃烧窗巧え 


•包裝箱からス I ブを取り出しでください。 

雜方ードをとめでいるテープをはすしで 、方ー ドを関いでくだぞい。 
•燃焼箇巧ををはずしてくださし、。 

♦タンク室ふたを開いで、タンク巧えをはすしでください。 


•畳醬霸、タンク揮え、繊焼筒巧ははスト- - ブの保廣に也遲で巧.；" 
また、瀑摄黨鶏叢を意れずに保管しでく だを(ん， ..'.'V. 




Bi 


鑽燒简をたッ h する 

- .... ______ . 


ニグ' 




をちに動かす 


S 賴厢 1) をたットする 



参燃焼圈ををが：卜わたら、ガードををとどおりに取り巧けでくださ 
い。 

♦燃焼筒つまみを左ちに動かしで、しん案的筒に正しくずわつでし、 
ることを確認しでください。 


♦乾電池は別売です。 

参同じ種類の新しいお二あ乾電逝を4個用意しでくださし、。 

種類の異なる乾電池、または新しい乾電池とちい乾電池を組みさ 
わせて使巧しますと、液漏れや破裂のおそれびあります。 

♦シーズン始めにすベで新しい乾電池に交換しでくだぞい。消耗し 
た乾電池を使用すると、点义しにくい爆さびあります。 

参後側じある電逝クースに、乾電池を電池ケースの絵の巧向に含わ 
せで正しく它ツトしでぐださい。 



匯.盤:，： 

燃料は必すな油 （ J に1号なミを）を使用しでください。 




雜 i 么お廣1ガソリンなどの擢発性の富い巧は泌巧に使巧しないでください。 
火災を原因になりまず。 

惠^主^11変圏な;由、不独な;由、巧れた•油、水の混じつでいるな'殖などは 
絶巧に使用しないで < ださい。 

雜添畑剤や助燃剤などは使用しないでください。 

雜な-;由は必す义気’雨か•ごみ-高温および直射曰光を避けた場所にな管し 
でください。 


■変麗簿總 • 不純な油とは‘ 


.打'巧とガソリンの爲分けかた 


指先に燃料禮つけ、觀禮ふ—違かけ莱す。 
(火の気のない所晋巧つでくだ逆い。） 



' m が-ぶシ 
〇» . 

づがを趙し:’' 

® C 30 

• -11 < い .‘;.’ ..■ 

t 

! 

1 

':: gm 獄るた 
曝、 m 留變. 

でであ-: 
ぶか r .4 

f 1 

" 

•、. 

..禱 UtcfISi 

■ 

西し/"一 



■ 

.. .' じ |' か ...'，.'.' . 1 . 1 1 • , . 



■.巧が'.;.お’.".： 

• ' 许 f ‘ ，ゾ 

農難灣 B おに遣た器所や溫 
壓輿畐い所に保麗したな滿 


yja 

をむ,かんみか'、な!ろ 


が 





；) でを;:！ 

^ 


J 權慶に変麗したをのは、讀毎巧びかづたり、•すつ：銭いにおいびします。 
雜必すロミを兩のポリタンクをお使いください。 

雜巧油はシーズンかに使いきりましよラ。 
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1 消火巧觀が作國しでち、しんび下がらすミ營次し赛いことがあ J 11! < 

■'■.棘/' (園り 

力、ったり、点义に瞬間なかかった0しまず。 

め'出たり、燃焼窗び暗くなり、激しいにおいがしたり、翼鬻燃焼 b たりしまず。 

<クにな巧び巧っでいでを义力がルぞくなったり、しんだ下びるなくなったりします, 
'か6巧を燃焼まで時閣がかかりまず。 

'クや面をタンクが腐廣ずる原因にな0まず。 

を fg 巧溢や不純な油を使巧したとまは、 

I 定タンク巧の灯;'由を巧き、きれいな阿油で2…3回就っでから硬巧しで<ださい。 

I が残ごでいると巧発しまず） （11 ぺ…ジ参照） 

'入れをしでくだをい。 （11'12 ぺージ参照） 

:入れをしでを巧粟のないときはしんをを撰しでください。 
i 換はお醫い巧めの販売店なは、コロナお客樣ごが談窓□じご運総<ださい。 


•変醫好な、ホ视归'泡が原国で修理を巧頼されたときは、保認巧間中でを深融のが象巧となりまず. 
•変質な»の幽理でお歯りの場合は、巧'巧をお賣い巧めの販売店にご巧談ください。-:ょ 


額 么醫告！給;'由は必す消义しでから义の気のないところで巧つでください。 


給油の寺順と注意 




2 




♦タンク室ふたを閱いで給なタンクを取り出し、才…ブンつまみを 
強<引いで、給ミを□を開いでください。 

• 燃焼中は絶巧に給ミ由タンクを耽〇也をないで<だぞい。 

•給由タシクはごぶつはたり落とムたりムないよう、でいねいに颗り級つ: 
で < ださ. t ; も，':.' 



♦巿版の給油ポンプなどを使用しで、ミ由麗計を摄なびらおミをしでく 
ださい。 

♦油量計の半分くらいまで黒をじ変わったら、給-油をやめでくだぞい, 


お巧〇に力を挪ぶで変おさせた〇衝麗などを 
受けで蜜をしまずと、油擺れや繪な□が兜を 
に簡ま6ない愿窗にな0ますので変形をせな 
いでくださ'し、 ■' ■■ 


纖脑□薇 

琴ぶ•ド/ 



• L 么醫告 ] 給 巧□は、 履実に「パチン J と§が部 S 篆資図®滋靈 

を強く押しでください。 

給油□を下にしで、巧漏れびないことを歷かめでか6、給油タン 


クをタンク室に正しく它ットしでください。 

>|"么醫告 1' 幽迹□が渡案に簡まつ'でしぶし 
国にな0ます。 

»こ唐巧た鶏駐よくる塞とつで<ださし、 




t% 

〇 










4 .鑛麵 It ® 攀麵 


■編適賓 St 變薄（給ミ おサインで 確認しでくだ遂い。) 



雜ご使用中、お- 庙タンク巧のなミをびかなくなると r 給ミ由サイン J でお巧の予告をします。 

r 給油 サイン j の「総を j が出できたら、総由しでください。の1〜2時間で総由タンクののなミ 由びなくなります。 



参給-;をタンクを正し < 静かに入れでくだざし、。 


給油タンクのたット 


点义前の華備と確認 


! 

〜 _ I 


@ス I ブは、？未平で安定のよい床の上に設置しでくださし、, 


参燃焼筒のつまみを持って左ちに2〜3回動かしで、しん累巧筒(こ 
正し<すわつでいるかを確かめでくださし、。 


@しん調節つまみをち(点义位置)ち向にゆっくり止 藻るまでまねず 
ことにより呂動のにたツトされます。 


軍肖-が巧や IT 麗き動'消 

ぶで ' み曇が鳴編 ! IliiHill 


傾觀 t | た虽 
§义装慶の鬻 

















築城調鑛 okymrm 


■電適鱗寅® b 獻 fc 

b 麵齢 f 滅蒙わし 
献維 > 禱？ 


汲しん調節つまみをち（点火位置）方向に ゆつ < り比まる象で蒸わ 
し、しんをいつぱいに上げでください。 

(しん調節つまみの巧起が 囊上「点义位麗 j じなります。） 

參点义ボタンを輕く巧しでください。 

ピ…といラ放電富が'しで点义しまず。 

錢点义を確認したら、点义ボタンから静かに おをはなしで<だぞい 


2 燃焼簡のずわ0確認 


参燃焼筒のつまみを持つで、左ちに2〜3回勤かしで、しん薬の簡 
に正しくすねつでいるかを魔かめでくださし、。 

• Z 心ま•島燃魚固が正し<ずねつでいないと、窗热か6ホ父でずず 
% I すで窝を燃焼します。正しくすえがけでくたでい。 

-.…ブ^、 S 聋—竺動、す •しん、点义プラグ（靈極やその周困）および藥砸板（巧端部）び力ーボ 

一つ/ /- ンや夕ールで巧れで< ると点义しに< くなります。しんのず入れや掃除 

を巧つで<ださい。 (10-11 ベージ参照） 

しんのを入れや掃除を巧つでちな W しにくい場合は、を畢池が'消耗しでいるす能性か•あります。 

同じ種類の巧しい樂二あ秘電池4個と交換しでください。. （5 ページ参お） 


電池点义び使えないとき 

1. 巧ードを開いでください。 > 1, 

2. しん調節つまみをち（点义 ffi 麗）方向にゆっくり止まるまでまわし、しんをいっぱいに上げで々提がし、。 

3. 燃焼筒つまみを図のようじ持ち上げでマッチで点义しでください。 # An 

4. 燃焼簡をしん藥巧鬧の上に静かに廣しでください。 

5. 燃焼簡つまみを持つで在ちに2〜3回動かし，燃焼筒のすわりをおかめでください。 1,4街もを 

6 . 乃ードを閉めでください。 ，，: 4 -〜 /|が端 I 

由 ，!^ MB •マツ于の燃定かすをしんは巧や置台の.上に宙かないでください。,、が脂掛巧む焼おしたり、义がの慮因じなりまず; 




@炎や潇熱のが態を見ながら [ しんの下げずぎ〕や [ しんの上び ぎ.] 
のが態にならないよラに調節し、操作部の r 調節範囲1巧? ごで 使 
巧ください。 

, し編節つまみ _ ^’1三.しん [ た 

る.(南义を置)ち向にま わす, 上がる j 仰びる 
ち糖'义を置)方励こまわす 1— 下がる I ル进くな5 — 


[下腹] 

撤燒廣び十分 
でを熱レ tr い 
る;::'；:.;.: 


让限] 

燃焼鶴上の炎 
の馈びび3闲 
がて 
















■誦常消のしかた 


I 

夕 



しん調節つまみを左 

( i 雙惡 ® ち fil にまわす 


し J /突起 


消义の確認をする 


•しん調節つまみをち(ニオイカツト消义位置)ち向に ゆつ くりと、 
輕く止まるまでまねしで、消义しでくださし、 

( しん調節ごまみの突起が r ニオイカツト消乂位置 j になりまず。） 



•必す消火の確認をしでください, 



スピ •- ド消义のしかた-- —緊急時の消义方を 

しん調節つまみで？肖义することのでぎない緊急時にだけ使巧しでください。 

っレ〇 ピ销半/を视サ •巧震自動ミ肖义装麗び作！！)し、しんび下びります。 

スじ**" r /| A 3 ^ タンを巧 9 (しん調節っまみの突起びロピ-ド'消火位麗 J じ戻ります。; 


■消变 b ® ん細誦麵つ素み ⑩突起がい消义な 置 J に讓ら ない } tstt *** 

I, A ,。 固節っまみをまわしでを、スピ…ド消义ボタンを巧しでを、しんび下がらず消火しないときは給巧タンクを取 


^©!^5なと愛は、ぉ圈ぃ巧めの販売店艾は' コロずお客樣ご相談を□にご相談ください。 


火巧-すぐ 馈 t 魚火*ずると燃焼おの温度び高くて、点火しなかつたり、におし、 力、し： 
ぶ’がが，、 ちえをまで、5分巧待つてからな乂しでください。 


Q 

召 






















強い姻麵や擺動、衝擊苟受けたと題は対震国動讚乂装醒が'作動しで圍動的に消火し苯す。 

し/1/11節つ羡办靖颗（靡乂位歷）ち盾]にゆっくり it まるまでまわずことにより直！!]的にたット进 ft 蒸嘗 'i 

• 巧误宜動';肖义装置は、'' J にに定められた100…雜〇巧欺©簾霸によりを動ず覆ように醜鶴しでありま-司 
’* がっ Cc ： 性■南中における弱い曰溝的な振動、傾凝で留を#！^棄をを^ 

• を團ロミ曲などでし/ V 访上部に夕ールなと•ザ夢くな續しでいると、讀震呂動消义销麗がだ fji しごをしんび巧をに下与 
いじ消父しないことがありまず。このようなときはしん！の牽夕あ奪しでくだをい。川.12ベ..-ジ參戚） 

• 地麗によつで巧勵した媛含は、 • 圍麗狂甸燃物、ストーブの漬儀、巧逆のあるれなど與靖サか一にとをお-:';したを、 


点巧•ま入れは、消义をス i '■…フ''が十分おえでから、巧ってください。 

»巧麗宜翻消义驗麗を巧解したり、巧でふいたりしないで<ださい。 

.■しんの標準化す斑ま 8.5 mm です。切ったり、錢く引き出したりしないでください。 

* しん窠巧筒-給油タンク-燃焼簡は変おさせないでください。また燃焼簡を獲としで、ガラスを割- 


点検する内容 化置巧を 

•ミ由漏れ■ミ由のたまりや;'由のにじ：•巧のたまりや、；あのにじみはふきとる。 

みかむい力。 ：，•ミ由漏れのある煩音は、お費い)でめの版. 

'夕巧頼しでください。 


ストーブの園醒 


•周画を整理■溝掃し，巧燃物は取り除く 


•点义しにくくなつたり、扁义時 i •同じ種類の新しいお黑ミ也(お二あ4個）とな換する。 
の「ビ ー J といラ巧輩宣がかす； 

れたり、とぎれることヴないか 。 i 


点义時（通電時）に、点义ブラヴからは高電圧が舞生します。 

巧乂ブラグに不巧意に輔れないでください。感嚷するおそれびありまず。 
点検-ま入れをずるときは、脑ず乾函池をはすしでから巧つでください。 

•たいらの部巧に燃えかすなどび：•燃焼筒をはすし、台ドライバーの先1 
たまつでいないか。 i 取りおく。 

總就 f 装で P る,總 i •し/ u ® 編をしん麵嚇た …I 

i 就を験燃ぉ创目 ....か6の.齢に就>せ、.'.燃ぇか X 

す®しと力あ口乐す。 y : ずがみぞに落をないようにを 

窗しでください。 


i 


しん薬の簡 


み 爲乂プラブの電極やその闇團あ 
るいは爾極板が、力…东ンや安 
—ルで巧れでいないか。 

G 皂乂不良巧顧困になります。..] 


*藥溺や嚷 極撮を薇 
形させないでくだ 
さい。変形した 蜡 
食は、お寶い萊め 
0 酸豬廠に 歸遵聲 t 
が賴しで < ださい。 

•しんをほつれさせ 
なレで < ださし、。 


I 、。うつ 
•、•• •'‘ % 


カーボンや夕—ル 











— 


点横ずる内容 


•屬震部、作動部を点検する。 

("燃焼簡と給な女ンクを取り出し.しん調節つまみを®いたあ'' 
と、キをビネット下部(左ちとを®)の止めねじ4本と前板か 
巧の止めねじ1本をはすし，キャビネットを罰巧に約45°頓け. 
操が部が引っかからないよラを麗しで持ち上げではすしで< 
、ださい。 - 


5動質合1 

.1;’しんを上げ、蠢台の在測を前を 
に強く動かしたとき、巧震自動 
ミ肖义装置び作動して、しんが叢 


ス) 


«ごみ、翼物、ほこりなどが巧着 
しでいないか。 


I バツキンに、 のび' 切れ- 
は交換ずる。 

(お質いホめの販壳店交は.お 
ご巧該ください。） 


巧タンク巧（給油タンク’固定タシク)変質な巧や不純な巧を取り陈くと 
參®窗方を（火の気のないところで巧つでください）',: を' .' ' ‘:’： ^1' 

1，スかド献がタン補しで、纖 f 薄？ t でくミさし公、 一,、 

な TS 纖鑑ミ!織藉黄!機 ’'.'; f J 

aiiiSiiig 

校絡;'由タンク的ち密れいな灯ミちで涕い、良質のななに巧換し^ださしん‘',’ 

しんのま A れをあわせでわでください。1リが户ジ錐.’'''.,.':..;'—’’ 


^がめ点檢夕看乂心貞 Mm 


変霞なミ由や不純なミ由などでしんの上部に力—ボンや夕_ルが巧薦し、不輿爸か’ちじたと護 
(6 ペ^ジ藝照）は、 しんの手入れをしてください。 

■ b / u の寺入れのしかた 

•しんの军入れをするときは、風のあたらない場所で巧つでくだ 
風びあたると巧义びおたり、異常燃焼の原因になり危険です。また、しんの手入れ中はしをいかしますので換巧 

をしでください。 -中％ 

響ぶ知^ —座動巧卜 給油タンク馨タンク室から給ミ由タンクを 取り出しで 


/給油藥>资舊繼りがす 
藏變誦爆骚寧靈 


くださし、。 


® しん調節つまみをち(点义位置)方向に ゆっくり止まるまで家ね 
し、しんをいっぱいに上げたあと点义 ボタンを経く押しで点义 
しでください。 

參正しいおのが態で燃焼させでください。 （ 8ベージ參照） 


的明今';蝴 a Jv ■ た s < ''，取一::^ U 、 KJf U'CL V ' ソ！ひ。 .1 一- i _、 ノ，'― >，一一 

4^^ * J 參正しいおのが態で燃焼させでください。 （8 ベ 

讓蒙 wa #'® くなつで、义力びか繁■^簾置* 
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或ち 


給油タンクに巧組力*ない 


♦參 



水、愛寶の湖、不稱な巧び濃入レでいる.:1 . 6 
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しん/®下げず萬•产：こ—.‘ 
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IHi 
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瘍贷問閉めたりつた部慶で活用しでいる 
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♦ 
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參 
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嫁 
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.ゎ谭お 驚巾输こ 古 
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r - 巧巧々のをなこおお 


幾 

雜 

m 

# 

嫁 




. .‘ぶ-'、1 ' ぶ， .持' みザ;''一，'を，ぶか:ぉ';か'.巧:なさ方み 

1も-巧き！:る受け C :,、 る— f ；■：：： 

え:.-.'-—リ；‘；巧.■ザ.'’.み.ず:々"該を巧 
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雜 

參 

巧 

錢 
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雜 
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黯欄;叙:/ながみ冷飄;難; V 器.靜、:體讓に 


、.，トトー，をおいな谓しごいる I i ! ! i # 


懲聲 


認お氏 


参 ♦ 


參 を 


参 


层 


..'おなお。;;をな弊’々; I ;中？,-菊がが:';;,:■が I みがを胡:,(ががをが;.''加 

加 ？，ム、占 

.な 

結油す蠢_ 

給滿タンク、[潮定タンク巧のミ曲帶抜溝、 
きれいな巧油で洗い、しんあ班饌する 

給瓶搔はしんを' F げで20巧な上稱ち、し 
んに十おな巧びしみこんでから病义ずる 


正しいおのが賤にな'るよラにしんを調節 
ずる 


攒焼簡つまみを定ちじ動かしですねりを 
なおす 


おみあけ評唐め換おをすス_ 

I し户のをノ巧'を這含 _ _ 

番れな擺隙，喪おは販売店にを賴しで I 黃麗 

正しく麗し孩む交は、販売居に巧賴しで 

すぐ修理ずる 


达)©を皮しくみれる 
新しい體霸繼とな撰ずを 

新しい鄙おとを瓣ずを 


風の当たらむ•し場がごが巧3 
振動を受け f けいよう (r 3る 


販売巧にめ顯しですくリマ巧 -.; t 


給油タンクを髓冀じ入れる 


販売店に依頼しでずぐ條理ずる 


燃 

ぺ:: 

.ジ : 'i 
段’7 
1 M 3 

沒 

8-9 

摄 

1 

1 M 2 

W 

技 

13 



錐燃焼中や溝乂纔(こ、と黃ど寒レザコンがコン J という富がしまずが、こ ft は給油タンクか60定タンクへなミ麗が 
流出す愚と寒の I 轟で繫常でほ瑕りませ/ U 。 

19 

I £, 


ホ巧く.な-::.たをしん‘をいつばいによげ I 鍵ぶずる笨 7-^ け—' 

• し/レびびた くなっごいるときは、しんの寺-入れを2 〜 3励巧っでください。 

• しん/のホ入れ樓のこ'使席は、’しんを 一 靈てまで’ F ばでから給油タンクを たッ トし、 2 C 
んでか6点乂しでください。 “ クぃ : 

‘ ：-•たぶ- T 分巧辄がしみこまないうちに廚义ずると、暇い上げ不風でため燃焼筒の郝熱 

■狭鐵讓3縣と 寒は 新しい しんと交獲し でく （13 ベジ參照） 

• しんのを入れを巧っで'ち 力ーボンや夕…ルびとれす、効果か‘ないとき。 

簿 しんが水禮含 A / ごし東い、しんの上て操作が靈くなったと壺。 

@ しんの上部が 消耗しで、うずくなったり短くなったり、凹凸になっでいをと寒。 

■ b / yl こ3い T 

• このスト…ブのしんは詹义しやすいよラに点义部にの巧ぎが'あります。 

•の欠き部分の繊維をほつれさせないでください。 



長期間ご使用になりますと、機器の点検び必要です。 

馨2をに1回程度、シーズンお3をなどにお買い巧めの販売店又は、修理資格着〔(財）曰本5ミを燃焼機器保守協禽 
(TEL 03-3499-2928) で巧う技術置理講留含修3き（技あ機器技術舊理±)など）のいる店などに,锅檢依頼をれ 
ることをおずずめしまず。 

«^]纖11 • 興常の爲分け方と処置ち法 

雜巧の聚におとヴいで、お確かめください。 

雜処靈ちをに朵り処麗:しでを爲をなをないときは、お質いずめの販売店にご袍設《だ逆むが苗:;:::.;::み;;た::み;:::;: 



と巧つで*^んなかな解しみこ;' 
を類ふこ ■ - : • 第ず。 










































圓麵議喪誦勸 


不:溝をな懸遭、調鹽は續険でずので、部品の交換、調整が必靈な爆證に tt 、 33麗い*嫁®顯 
修理資檐蠢（.（贈）曰來沼邏燃焼機器保守描会で巧ラ技術營理翼習を修了蜜 （5 爐機 SI 菱衝醫 ffl ±) 怒ど〕 ® い SIS 


靡鹽にご榻錢くだをい。 

，‘ ’’...,.*： 尸*'で屯芯磯 P 腸とご握定くだ藻い 



K 






巧ぶ舊 ，'.' 


点火プラグ' 電極板の交換は、お賢いホめ①販売店交は、お巧くのコ□ナお客樣ご相談窓口へご依頼ください。. 


脚弱两 W み WC I; な娘贼牌处も 


燃焼簡の方ラスが割れたときは' お質い巧めの販売店文は、お巧くのコロナお客様ご相變濟鸟たごの硬くだぎい。:'.' 


毀嫂#进也.ぉ電維(规売)の麗.適 III 覇麵 


雜乾嚴泡を交換するとぎは、必す同じ種類の巧しいを二お乾電池を4個使巧しでくださし、 （5 ぺージ参照) 


„J (長期間使巧しない攪台） 

おしまいになると愛は、日常の点検■き入れの頂を参照し、巧の要領で保營しでくださし、。 

1.繪遍象ンク-固定タンク肉のな浦を巧き取つでくだぎい。り 1 ぺ-ジ参照） 

•水、ごみなどを残したまま保管すると、さびや巧あきの原因になつたり、しん上下不良の原因になるこ 
とをあります。 

雜の油を抜いたあとは、巧部をよく乾燥させでください。 

議入 II をしでください。 （り’ 12ぺ—ジ参照） 

3. ®'^!! 爾適懸臟り感すしでください。 

4. 陶11緩^»^&こりを取つでください。 

雜 燃焼 筒と給ミ宙タンクを.取り出し、しん調節つまみを抜いたあと、キャビネットの下部(左ち と後面)の止 
めねじ4本と前板巧巧の止めねじ]本をはすし、キャビネットを前方に約4日’傾け、 操作'部び引つかか 
ら ないようを憲 しで持ち上げではすしでください。 

5, 又誤0姆 S 獲握諭しでください。 （10 ぺ—ジ参照） 

6。 «議戀養週烫装丽 Sffil させでください。り 1 ぺ—ジ参照） 

7.3 装纏! ZAH ^、 ISSb た爆所にが平に保管し r *《 

み ， がけたり、活働しの だ、.. し‘‘;よ巧巧に採管しないでくたさい 

•酌圾説明護は、な IT 蜜と巧に大巧に保舊しでください。 ， 

■来シーズンじお使いになるときは' 巧藝呂動;肖义裝麗のが動を2…3固!<りかえし、しんが嚴をまで下びる^とを梅びめ 

し N い—し-レ。 出''■、がぶ，か I . . ,1 , '々.ろ;'巧のの:- 













、, - :、 


SX - E 271 WY 喔本型てて SX - E 270 VvY ; 

み’’ 

货' 





しんな’放射お 


，火 

ふ渡簽蘇 转 

匿機 

畐圧放電点义〈お二形乾電池 （1.5V) 4個> 


用 



な油 (JIS 1号なミ由） 

ぶ 燃,, '•秦 

'料， 

も扮濡 

■ - 

^ 0.279しか 

國 

mrK , 

離1を 


2.67kW (2.300kcal/h) 

HI 

國 

拱織 


5.0 し 

禱 

s^pi 

盛3 

約18,0轉闆 

隱 


■ 

■' 

木 農 11.5 fTf (7 靈） 隶で 

コンクリ…卜 16.5rTf(io 疆） 莱で 

醒 

mWiSSSmm 

jan^fepas 

が'〜. 渡ぶ 

ジー•苗織苗 


壽さ 467m の幅618画奥巧324誦（麵台を含む） 



KM 

a ^ aamamif ^ 

國 


9.3kg 

m 

圓 



普逼筒しん 

mi 



巧倭75麵朦さ 2.8 画 


應讓議 

装 

' ，置; 

巧震呂動消'义装置 


※乾奪池は別売です。同じ種類の新しい華二あ乾電池を4個巧憲しでください。 


圍アフ多《サ《_«ビス 



雜このコ□ナ6ミあストーブには保 i 正靈がついでいまず。 r お買いあげ曰 '販売店咨 J などの記入をお確かめのうえ、 
販売店からお受けとりになり、大のに保管しでください。 

雜保部期簡はお翼いあげいただいた曰から1ホ間です。 

雜巧のような原因じよる故 P 摩および事故につきましでは、保証の巧象になりませんので;'主懸しでください。: 

麵変麗巧'油や不純な'逆など、また巧'逆な外の燃料使巧による故障や事故。 

■誤つた使巧方をによる故障や擊巧。 



修理を依賴されるとき 



•あ謹の「故障'巽常の見分けちと処置方る J (12 ぺージ参照）の頂にがっで調べでち良くならないと寒は、お麗 
いホめの販売店又は、おおくのコ□ナお客様ごす目談窓□にご連絡ください。 

•保証期間中であれぱ保証議の規定に従って無料修理させでいただきまず。 

■巧町巧曲が51ぎでいるときは ■浦懷巧な1，；；な显のをち期巧 

* わをいがめのが席苗にご枯巧< たごし' <*6 ミ由スト- 7 の巧ド阿 I 巧巧なミ、巧ホを化 f •■•すふ- 

ちらじ A > で疲巧で まるお I かいご I ユム留なみこ甚巧 必聲な部互'ぶ巧有が間はなみも r ちのり街色江で 9 ， 
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♦揃ち時や運觸時にお巧タンク-固定タンク内にな'巧び巧ったままでずと、傾きや振動で 
し;’’’、‘-巧れ ることがありまずので、必ず抜き取っでください r 





























